



Study of job-hunting support method for junior college students 























 さて、学校業界においても、この AI ブームは例外ではない。2017 年５月、経済産業省は「新産業
構造ビジョン」を取りまとめ、「IoT、ビッグデータ、AI、ロボットなど、第４次産業革命によるさま
ざまな技術を社会実装し、社会が抱える様々な課題を解決しようという、我が国の政府が推進する
『Society 5.0』を実現することを目指している」と述べている（堀田 2019）。さらに、AI ブームの火
付け役として、社会的インパクトがかなり強かったものとして、英国・オックスフォード大学で機械
学習の研究をしているマイケル A. オズボーンと経済学者のカール・ベネディクト・フレイが、野村




























 調査対象は、X 年度に本校国際コミュニケーション科に所属する短大生とした。QU については、X











と「被侵害点」を素点データのまま用い、13 項目の悩みに関しては、悩み 13 項目の合計値を分析に
用いることにした。また、分析では、これら調査項目の表記を「QU 承認、QU 被侵害、QU 悩み」と
略記する。 
 
２．３ 「AI 予測を活用した就職活動支援」に関する調査 
項目①：AI 予測を就職活動支援に活用する意志 

















 選択肢：１つ、２つ、・・・９つ、10 以上、分からない（計算上、11 として扱う） 
・「あなたが、最初の内定を頂くのは、何月だと思いますか」 





















6 名、5 名、16 名）、２年生（22 名、9 名、5 名、7 名）であった。分析対象者では、１年生の満足群
が 55.7％、２年生の満足群が 51.2％となっており、満足度に統計的有意差は無かった。 
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３．２ データの記述統計と単相関分析 
 第一に、数値分析が可能な各 QU 得点、項目①及び③の調査に関する記述統計量と単相関係数を表
１及び表２に示す。 
表１によれば、受験数（予想）／内定月（予想）、QU 被侵害／QU 悩みの間に有意な正の相関関係
があり、QU 承認／QU 被侵害、QU 承認／QU 悩みの間に有意な負の相関関係があった。また、受験
数（予想）／QU 被侵害、QU 被侵害／AI 活用の間に有意傾向な弱い正の相関関係があり、内定月（予
想）／AI 活用の間に有意傾向な弱い負の相関関係があった。次に表２によれば、受験数（実際）／内
定月（実際）、受験数（実際）／QU 被侵害、受験数（実際）／QU 悩み、内定月（実際）／QU 悩み、
QU 被侵害／QU 悩みの間に有意な正の相関関係があり、QU 承認／QU 被侵害の間に有意な負の相関




生では、「内定月（予想）／AI 活用、QU 被侵害／AI 活用」、２年生では「QU 悩み／AI 活用」に有意










内定月（予想） 9.1 (2.6) .38 **
QU承認 51.7 (8.7) -.06 -.07
QU被侵害 25.1 (8.1) .22 † .12 -.66 **
QU悩み 20.1 (5.4) -.03 .00 -.46 ** .53 **




















内定月（実際） 6.6 (2.0) .66 **
QU承認 53.0 (8.6) -.13 -.09
QU被侵害 23.7 (7.8) .30 * .18 -.44 **
QU悩み 16.9 (4.5) .48 ** .33 * -.26 † .47 **



















３．３ 「AI 活用の理由」に対するテキストマイニング分析 



















図１ AI 活用の意志と理由の対応分析 
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「目安」や「早めに知ることによって改善や判断材料」に使っている可能性がある。他方、１年 AI 活
用「×」の学生は、就職活動終了時期についての「予測の信頼性」や「予測が当たった時の不安」か






















・就職活動は自分次第なので AI 予測はいらない。企業側も人間なので、AI なんかの予想を信じられ
ない。 
 「AI 予測を積極的に捉えようとする学生」と「AI 予測があると逆効果になってしまう学生」が存在










し、QU 結果について、「満足群、非承認群、不安定群、不満足群」と略記した。また、KH coder の表
示機能にある「中心点付近を係数２で拡大表示」を行っている。表示に使った抽出語は、出現回数の





















図２ 就職活動の具体的支援方法と QU 結果の対応分析（１学年） 






























さらに AI 活用意思と QU 被侵害の関係では、１年（就活前）と２年（就活後）で違いがあった。そこ















図４ 代表的抽出語のコーディングと QU 結果の対応分析（両学年統合） 
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In this study, I conducted a survey on junior college students about " job-hunting support using AI prediction, 
concrete support methods for job-hunting, and school satisfaction surveys", and conducted simple correlation 
analysis and text mining analysis was performed. As a result, it was shown that the subject's attitude toward AI 
prediction may affect the support of using AI prediction. In addition, the specific job-hunting support methods 
corresponding to the school satisfaction survey results were clarified. 
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